
 
塵芥収集車のリコールについて 

平成１８年 ２月２８日 
 

平成１８年２月２８日、富士重工業株式会社より、国土交通省に塵芥収集車のリコールの届け出をいたしました。 
 

リコール届出番号 １６２５ リコール開始日 平成１８年 ３月 １日 

不具合の部位（部品名）  制動装置（ブレーキ配管） 

基準不適合状態にあると認

める構造、装置又は性能の

状況及びその原因 

塵芥車に改造した車両において、ダンプ装置のシリンダの取付位置が不適切なた

め、積載状態で段差の乗り越え等車体が大きく沈んだ際に、リヤデフ上部のブレー

キ配管取付ブラケット、又はブレーキ配管及び取付ブラケットがダンプのシリンダと

干渉するものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、当該ブレーキ配

管が損傷し、最悪の場合、ブレーキ液が漏れて制動力が低下するおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、型式、車台番号及びＡＢＳの有無に応じて以下の措置を行う。 

①ブレーキ配管取付ブラケットの上部を削る。 

②ブレーキ配管及びブレーキ配管取付ブラケットを対策品に交換する。 

③ブレーキ配管及びブレーキ配管取付ブラケットを対策品に交換し、ＡＢＳ配線の

取り回しを変更する。 

④ダンプ装置のシリンダを対策品に交換する。なお、ブレーキ配管又はブレーキ配

管取付ブラケットが損傷している場合には、それぞれ新品と交換する。 

不 具 合 件 数  ４件 事 故 の 有 無  無し 

発 見 の 動 機  市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知さ

せるための措置 

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問して通知する。 

・自動車分解整備事業者：ユーザーをすべて把握しているため、周知のための措置

は特にとらない。 

・改善実施済車には、後面ガラス左下に No．１６２５のステッカーを貼付する。 

 

車名 型   式 通称名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リ コ ー ル 対
象車の台数

備   考

KK-FRR33D4S FRR33D4S7000038 

平成１２年 ３月２９日 
１ ② 

KK-FRR33E4S FRR33E4S7000066 

平成１４年 ８月 ３日 
１ ② 

KK-FRR33G4 FRR33G47000600～FRR33G47000651 

平成１２年１１月１４日～平成１３年３月１４日 
２ ③ 

KK-FRR35C3S FRR35C3S7000012～FRR35C3S7001996 

平成１１年８月２５日～平成１６年２月２３日 
１１ ② 

KK-FRR35D3S FRR35D3S7000007 

平成１１年１１月２３日 
１ ② 

FRR35D47000619～FRR35D47001269 

平成１２年４月２０日～平成１５年１月１４日 
８ ② 

 

いすゞ 

KK-FRR35D4 

 

フォワー

ド 

FRR35D47000260～FRR35D47001316 

平成１１年１０月３日～平成１５年３月３日 
４ ③ 

 

－１－ 



 

 

車名 型   式 通称名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リ コ ー ル 対
象車の台数

備   考

KK-FRR35D4S FRR35D4S7000012～FRR35D4S7000370 

平成１１年８月７日～平成１５年１月２２日 
２１ ② 

KK-FRR35E3S FRR35E3S7000008～FRR35E3S7000128 

平成１１年１０月２０日～平成１６年４月１５日 
１６ ② 

FRR35E4S7000065～FRR35E4S7001279 

平成１２年２月８日～平成１６年３月２３日 
１７ ② KK-FRR35E4S 

FRR35E4S7001201～FRR35E4S7001306 

平成１６年３月３日～平成１６年５月２８日 
５ ③ 

KK-FRR35G4 FRR35G47000246～FRR35G47000964 

平成１１年１０月２３日～平成１４年３月２９日 
１３ ③ 

KK-FRR35H4S FRR35H4S7000090 

平成１４年 ３月２８日 
１ ② 

KK-FSR33G4 FSR33G47000198～FSR33G47000311 

平成１２年 ７月１４日～平成１３年３月２３日 
３ ③ 

KK-NRR35C3 NRR35C37002091 

平成１３年１１月２８日 
１ ② 

KK-NRR35C4 NRR35C47000451 

平成１２年 １月２１日 
１ ② 

KK-NRR35D3 NRR35D37000006 

平成１１年１０月 ５日 
１ ② 

KK-NRR35E3 NRR35E37000082 

平成１３年 ８月２１日 
１ ② 

NRR35E47000169 

平成１３年１１月２３日 
１ ② KK-NRR35E4 

NRR35E47000313 

平成１６年２月２７日 
１ ④ 

KL-FSR33H4R FSR33H43000412 

平成１３年１２月２５日 
１ ② 

PB-FRR35C3S FRR35C3S7003346 

平成１６年１２月２２日 
１ ① 

PB-NRR35C3 NRR35C37003437 

平成１６年７月２３日 
１ ③ 

 

いすゞ 

PB-NRR35E3 

 

フォワー

ド 

NRR35E37000206 

平成１７年１月２５日 
１ ④ 

 
（計２１型式） (計１車種) 

（製作期間の全体の範囲） 

平成１１年８月７日～平成１７年１月２５日 
(計１１４台) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 



　全車両、型式、車台番号及びＡＢＳの有無に応じて以下の措置を行う。
　　①ブレーキ配管取付ブラケットの上部を削る。

　②ブレーキ配管及びブレーキ配管取付ブラケットを対策品に交換する。

塵芥車に改造した車両において、ダンプ装置のシリンダの取付位置が不適切なため、積載状態で段差の乗り越え
等車体が大きく沈んだ際に、リヤデフ上部のブレーキ配管取付ブラケット、又はブレーキ配管及び取付ブラケット
がダンプのシリンダと干渉するものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、当該ブレーキ配管が損
傷し、最悪の場合、ブレーキ液が漏れて制動力が低下するおそれがある。

対策前 対策後

ブレーキ配管取付ブラケットブレーキ配管取付ブラケット

ブレーキ配管

ブレーキ配管

注：　　　　は交換部品を示す

ブレーキ配管取付ブラケットの上部を削る

対策前 対策後

識別：ブレーキ配管取付ブラケットに白色ペイント塗布

ブレーキ配管取付ブラケット

識別：ブレーキ配管取付ブラケットに白色ペイント塗布



　③ブレーキ配管及びブレーキ配管取付ブラケットを対策品に交換し、ＡＢＳ配線の取り回しを変更する。

　④ダンプ装置のシリンダを対策品に交換する。なお、ブレーキ配管又はブレーキ配管取付ブラケットが
　　　損傷している場合には、それぞれ新品と交換する。

対策前 対策後

ブレーキ配管取付ブラケット

ブレーキ配管

ブレーキ配管

ブレーキ配管取付ブラケット

対策前 対策後

ダンプシリンダ
ダンプシリンダ

注：　　　　は交換部品を示す

注：　　　　は交換部品を示す

識別：ブレーキ配管取付ブラケットに白色ペイント塗布

ＡＢＳ配線ＡＢＳ配線

ブレーキ配管取付ブラケット ブレーキ配管取付ブラケット



 
 

リ コ ー ル 対 象 車 の 主 要 諸 元 

 

 

 

車 名 型   式 通 称 名 種別・用途 車体の形状 原動機の型式（総排気量(ｃｃ)） 備考

KK-FRR33D4S ６ＨＡ１（８，２２０）  

KK-FRR33E4S ６ＨＨ１（８，２２０）  

KK-FRR33G4 ６ＨＨ１（８，２２０）  

KK-FRR35C3S ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FRR35D3S ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FRR35D4 ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FRR35D4S ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FRR35E3S ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FRR35E4S ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FRR35G4 ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FRR35H4S ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-FSR33G4 ６ＨＨ１（８，２２０）  

KK-NRR35C3 ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-NRR35C4 ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-NRR35D3 ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-NRR35E3 ６ＨＬ１（７，１６０）  

KK-NRR35E4 ６ＨＬ１（７，１６０）  

KL-FSR33H4R ６ＨＡ１（８，２２０）  

PB-FRR35C3S ６ＨＬ１（７，１６０）  

PB-NRR35C3 ６ＨＬ１（７，１６０）  

 

 

いすゞ 

 

 

 

PB-NRR35E3 

フォワード 普通・特種 塵芥車 

６ＨＬ１（７，１６０）  

 

 

 


